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国立大学法人 弘前大学名誉教授 日
ひ

景
か げ

 弥
や よ い

生氏   

コロナ禍から学ぶ：主体的な意思決定

こ
の
よ
う
な
行
動
を
行
動
経
済
学
で
は
同
調
行
動（
ま
た

は
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
現
象
。
心
理
学
で
は
同
調
効
果
）と
い
い

ま
す
。
同
調
行
動
と
は
、
周
り
の
意
見
や
行
動
に
合
わ
せ

て
、
自
分
も
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
傾
向
の

こ
と
で
、
ま
さ
に
、
上
記
の
行
動
を
指
す
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

同
調
行
動
が
起
き
る
の
は
、
ヒ
ト
は
群
れ
の
中
で
生
活

す
る
こ
と
で
生
存
確
率
を
高
め
た
太
古
の
社
会
シ
ス
テ
ム

に
起
因
す
る
こ
と
や
、
未
知
の
事
象
に
つ
い
て
は
経
験
知

の
高
い
ヒ
ト
の
マ
ネ
を
す
る
こ
と
が
安
全
性
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
同
調
行
動
の
好
事
例
と
し
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
ル
コ
ス
で
の
一
般
家
庭
の
電
力

消
費
量
に
関
す
る
研
究
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、

あ
る
地
域
の
世
帯
を
対
象
に
、
過
去
数
週
間
の
自
身
の
家

庭
の
電
力
消
費
量
と
、
近
隣
世
帯
の
平
均
電
力
消
費
量
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、
平
均
以
上
に
電
力
を
消
費
し
て
い
た
世

帯
の
電
力
消
費
量
は
大
幅
に
減
少
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

電
力
消
費
が
平
均
以
上
の
世
帯
は
、
他
者（
周
り
の
世
帯
）

と
の
比
較
に
よ
る
電
力
消
費
量
へ
の
気
づ
き
が
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
意
識
し
た
生
活
行
動
に
変
容
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

同
様
な
結
果
は
、
北
陸
電
力
と
オ
ー
パ
ワ
ー
社
に
よ
る
研

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
勤
務
形
態
を
は

じ
め
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
装
着
、
外
出
自
粛
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
様
式
を
変
容
さ
せ
ま
し
た
。
現
時
点

で
は
終
息
の
気
配
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
先
の
生
活
に

も
不
安
が
募
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら

派
生
し
た
誤
っ
た
情
報
に
よ
る
特
異
な
現
象
が
い
く
つ
か
み

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
品
薄
情
報
に
よ
る
大
量
買
い
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
事
の

起
こ
り
は「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
製
造
元
は
中
国
な
の

で
、
マ
ス
ク
の
次
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
品
薄
に
な

る
」と
い
う
S
N
S
に
投
稿
さ
れ
た
デ
マ
が
拡
散
し
、
多
く

の
方
々
が
買
い
求
め
た
結
果
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、

一
時
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
か
ら
消
え
ま
し
た
。

日
本
家
庭
紙
工
業
会
は
、
消
費
者
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
は
殆
ど
が
国
内
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
受
け
ず
通
常
通
り
の

生
産
・
供
給
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
原
材
料
調
達
も
中
国

に
依
存
し
て
い
な
い
こ
と
、
需
要
を
満
た
す
十
分
な
供
給

量
・
在
庫
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
店
頭
か
ら
消
え
た
の

を
見
た
生
活
者
は「
情
報
は
本
当
だ
。
私
も
買
わ
な
い
と
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
無
く
な
る
」と
思
い
込
み
、
そ
れ
が

連
鎖
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新

ヒ
ト
は
同
調
行
動
を
回
避
で
き
に
く
い
!?

特 集 2

コロナで品薄
になる品予測

を

根拠付きでお
伝えします。次

は、

トイレットペー
パーとティッシ

ュ

ペーパーが品
薄になります。

製造元が中国
です。生産元

が

ティッシュペ
ーパーやトイ

レッ

トペーパーの
生産をそもそ

もし

ていないのが
根拠です。

品薄になる前
に事前に購入

して

おいた方が良
いですね。
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#コロナウイル
ス

#トイレットペ
ーパー
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80.020.0

74.225.8

70.629.4

68.331.7

65.634.4

63.836.2

71.228.8

「正しい情報だと思った・情報を信じた」人の比率　

出典： 総務省「新型コロナウイルス感染症に関する情報流通調査」(2020)

■ 一つでも「正しい情報だと思った・情報を信じた」を選んだ人
■ 「正しい情報だと思った・情報を信じた」を全く選ばなかった人

（96）

（243）

（269）

（312）

（256）

（260）

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

全体 （1435）

【図１】
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求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
お
よ
そ
4
人

中
3
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
間

違
っ
た
情
報
や
誤
解
を
招
く
情
報（
以
下
、
デ
マ
な
ど
）に

触
れ
て
お
り
、
比
較
的
多
く
の
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
真
偽
を
判
断
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
」と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
デ

マ
な
ど
を
見
聞
き
し
た
人
の
う
ち
、『
正
し
い
情
報
で
あ

る
』な
ど
と
信
じ
た
人
の
比
率
は
平
均
で
28
・
8
％
で
す
が
、

若
い
年
代
ほ
ど
高
率
に
な
っ
て
い
ま
す【
図
1
】。
ま
た
、

そ
の
情
報
を
共
有
・
拡
散
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
人

の
割
合
は
35
・
5
％
（
全
て
の
人
を
母
数
と
し
た
場
合
の

共
有
・
拡
散
経
験
の
割
合
は
19
・
5
％
）」で
、
こ
こ
で
も

若
い
年
代
の
方
が
共
有
・
拡
散
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
、
見
聞
き
し
た
人
の
約
3
割
が
情

報
は
正
し
い
と
信
じ
、
そ
の
う
ち
の
約

が
共
有
・
拡

散
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
デ
マ
な
ど
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
り
、

拡
散
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

究
で
も
み
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
今
回
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
品
薄
の
デ
マ
に

端
を
発
し
た
生
活
行
動
は
、
良
く
な
い
例
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
生
活
行
動
は
、
約
45
年
前
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
時
の
光
景
と
重
な
り
ま
す
。
そ
の
当
時
、
筆
者

は
10
代
で
し
た
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
の
長
蛇
の

列（
整
理
券
を
入
手
す
る
た
め
に
開
店
前
か
ら
並
ん
で
い
ま

し
た
）と
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
争
奪
戦（
？
）は
今
も

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
筆
者
は
、
生
活
者

は
こ
の
よ
う
な
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
過
去
に

あ
っ
た
出
来
事
が
教
訓
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
も
情
報
の
真
偽
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
は
な

い
こ
と
を
再
認
識
し
た
出
来
事
で
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
流
通

調
査
」（
総
務
省
2
0
2
0
年
6
月
：
以
下
、
総
務
省
調

査
）に
よ
れ
ば
、「
95
%
以
上
の
人
が
平
均
し
て
1
日
に
1

回
以
上
、
2
割
程
度
の
人
は
1
日
に
10
回
以
上
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞

き
」し
て
お
り
、
新
た
で
未
解
明
な
感
染
症
へ
の
情
報
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

情
報
流
通
調
査
」
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と

確
か
な
根
拠
に
基
づ
く
知
識
と

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
の
関
わ
り

「
原
子
力
利
用
に
関
す
る
世
論
調
査
2
0
1
6
」（
日
本

原
子
力
文
化
財
団
2
0
1
7
）に
興
味
深
い
結
果
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
後
日
本
は
、
原
子
力
発
電
を
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
か
」へ
の
回
答

結
果
は
、「
知
識
が
高
い
層
」は
、「
わ
か
ら
な
い
」の
割
合
が

減
少
し
、「
原
子
力
を
増
や
す
」や「
震
災
以
前
の
状
況
を
維

持
」の
割
合
が
高
く
な
る
と
と
も
に
、「
即
時
、
廃
止
」の
割

合
も
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
原
子
力
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
の
知
識
量
が
増
え
る
と
、
肯
定
的
、
否
定
的
の

双
方
は
っ
き
り
し
た
意
見
を
も
つ
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

「
知
識
が
な
い
層
」は
、
4
割
以
上
が「
わ
か
ら
な
い
」と
回

答
し
て
お
り
、
知
識
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
今
後
の

原
子
力
発
電
の
利
用
に
関
す
る
意
見
を
も
つ
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
傾
向
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す【
図
2
】（
21

ペ
ー
ジ
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
原
子
力
発
電
利
用

の
判
断
に
は
、
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
知
識
量
が

大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
品
薄
の
デ
マ
に
伴
う
生
活
行
動

も
、
そ
れ
へ
の
知
識
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
情
報
の
真
偽

を
確
か
め
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
同
調
行
動
を
と
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

各
人
が
適
切
で
豊
か
な
知
識（
エ
ビ
デ
ン
ス
）を
も
つ
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
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出典： 日本原子力文化財団「原子力に関する世論調査 2018」(2019)

問  「原子力・放射線」の分野において、あなたが関心のあることはどれですか。（複数回答可）

「原子力・放射線」の分野への関心（2018年度）

そ
の
他

原
子
力
発
電
所
の
建
て
替
え

プ
ル
サ
ー
マ
ル

核
不
拡
散

原
子
力
発
電
所
の
適
合
審
査
の
状
況

高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」

再
稼
働
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
決

核
燃
料
サ
イ
ク
ル

避
難
指
示
解
除
区
域
の
住
民
帰
還
状
況

原
子
力
発
電
の
規
制
基
準

放
射
線
の
工
業
、
医
療
、
農
業
で
の
利
用

特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い

原
子
力
発
電
所
の
防
災
体
制

原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置

食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
規
制

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
地
の
選
定

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
状
況

原
子
力
施
設
の
リ
ス
ク

放
射
線
被
ば
く
で
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

放
射
線
に
よ
る
人
体
の
影
響

原
子
力
発
電
の
安
全
性

上位 7 項目が大きな意見

● 男性の年代別の回答の割合が多い項目

若年層の関心は低い 男性・女性ともに、10～20 代は、「特にない／わからない」の回答の割合が高い。

● 女性の年代別の回答の割合が多い項目

【図３】 【図２】
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■ 原子力発電を増やす　■ 震災以前の状況を維持　■ 徐 に々廃止　■ 即時、廃止　■ その他　■ わからない　■ あてはまるものはない
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原子力・エネルギー分野に関する 知識量（2016年）

出典： 日本原子力文化財団：「原子力利用に関する世論調査 2016」(2017)

「わからない」の割合が低率。原子力・エネルギー分野の知識量が増えると、
肯定的、否定的の双方で明確な意見を持つ傾向

4 割以上が「わからない」と回答。
今後の原子力発電の利用に関する意見を持つことができていない傾向

知識がない層

知識が高い層

→今後の原子力発電利用の判断には、原子力・エネルギー分野の知識量が大きく影響
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「
無
関
心
」
は

意
思
決
定
で
き
な
い
ヒ
ト
を
つ
く
る
!?

総
務
省
調
査
で
は
、
若
い
年
代
は
デ
マ
な
ど
を
信
じ
て

し
ま
っ
た
割
合
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
原
子
力
に
関
す
る
世
論
調
査
2
0
1
8
」（
日
本
原
子

力
文
化
財
団
2
0
1
9
）【
図
3
】に
よ
れ
ば
、「
原
子
力
・

放
射
線
の
分
野
へ
の
関
心
」は
い
ず
れ
の
年
代
と
も「
原
子

力
発
電
の
安
全
性
」が
第
1
位
で
す
。
し
か
し
、
第
2
位

と
第
3
位
の
項
目
は
、
30
代
以
上
の
男
女
で
は「
放
射
線

に
よ
る
人
体
の
影
響
」や「
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
」が
多

く
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
10
代
で
は
男
女
と
も
に「
特
に

な
い
／
わ
か
ら
な
い
」が
第
2
位
と
な
り
、
そ
の
割
合
は
男

性
35
・
1
％
、
女
性
32
・
4
％
と
高
率
で
す
。
20
代
で
も

「
特
に
な
い
／
わ
か
ら
な
い
」は
第
3
位
に
あ
り
、
男
性
22
・

7
％
、
女
性
26
・
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
、
関

心
と
情
報
入
手
と
は
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
若
い
年
代
は
原
子
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
何
か
ら
得
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
同
調

査【
図
4
】（
23
ペ
ー
ジ
）に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
年
代
も
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
が
第
1
位
、
第
2
位
は
20
代
・
30
代
は
テ
レ
ビ

情
報
番
組
、
40
代
以
上
は
新
聞
で
す
が
、
10
代
は「
特
に
な

い
／
わ
か
ら
な
い
」（
28
・
4
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。「
特
に



情報リテラシー（Information literacy）

情報を自己の目的に適合するように使用できる能力のこと。

「情報活用能力」や「情報活用力」、「情報を使いこなす力」
とも表現する。したがって情報リテラシーとは、情報を主体
的に管理したり、分析する力と同時に、論理的に考える能力
が含まれる。

【図５】

N=162
70 代

N=222
60 代

N=186
50 代

N=221
40 代

N=187
30 代

N=148
20 代

N=74
10 代

［％］

家族、友人、
知人との会話

検索サイト上の
ニュース

スマートフォンの
ニュースアプリ

スマートフォンの
ニュースアプリ検索サイト上の

ニュース
新聞新聞 13.011.314.519.523.521.617.6

テレビ
情報番組

テレビ
情報番組

テレビ
情報番組

テレビ
情報番組

スマートフォンの
ニュースアプリ

スマートフォンの
ニュースアプリ

テレビ
情報番組 53.757.248.442.126.728.423.0

ラジオ
家族、友人、
知人との会話

検索サイト上の
ニュース

検索サイト上の
ニュース新聞

特にない
わからない

学校
14.211.320.423.525.723.020.3

新聞新聞新聞新聞テレビ
情報番組

テレビ
情報番組

特にない
わからない

テレビニューステレビニューステレビニューステレビニューステレビニューステレビニューステレビニュース

71.6

84.6

68.0

88.3

56.5

92.5

44.3

80.5

35.3

73.3

34.5

64.2

28.4

63.5

原子力やエネルギーなどに関する情報源（2018年度／性別・年代別）

出典： 日本原子力文化財団：「原子力に関する世論調査 2018」(2019)

● 年代別の回答の割合が多い項目

若年層は、情報獲得の意識が低いため、教育現場での情報発信が重要／教える側の教職員への情報提供も重要

年代を問わず、突出して高く、日頃の情報源として定着している年代を問わず、突出して高く、日頃の情報源として定着している

原子力などの情報を教育現場で受け取る
環境をさらに充実させる必要がある

スマートフォンの利用が50代まで拡大してきているスマートフォンの利用が50代まで拡大してきている

40～70 代の情報獲得方法は、同じ傾向

問  あなたは、ふだん原子力やエネルギー、放射線に関する情報を何によって得ていますか。

【図４】
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い
ず
れ
の
年
代
も
情
報
源
は

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
ビ
情
報
番
組
・
新
聞

な
い
／
わ
か
ら
な
い
」は
、
30
代
以
上
の
年
代
で
は
上
位
5

位
内
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
20
代
で
は
第
4
位
に
登
場

し
ま
す
。

こ
れ
ら
よ
り
、
若
い
年
代
は「
原
子
力
・
放
射
線
の
分
野

に
関
心
が
な
い
」こ
と
が
、
情
報
源
は「
特
に
な
い
／
わ
か

ら
な
い
」に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
情
報
を
収
集
し
て
い
な

い
た
め
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、
意
思
決
定
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
適
切
で
な
い
意
思
決
定（
例
え
ば「
友
人
の

意
思
決
定
を
、
何
も
考
え
ず
に
そ
の
ま
ま
自
身
の
意
思
決

定
と
す
る
」）を
行
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
推

察
は
、
他
の
年
代
や
他
の
分
野
な
ど
で
も
同
様
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
各
年
代
の
情
報
源
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
情

報
源【
図
4
】は
、
全
て
の
年
代
で
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
が
第
1
位

で
あ
る
こ
と
、
テ
レ
ビ
情
報
番
組
も
第
2
位
ま
た
第
3
位
と

上
位
に
あ
る
こ
と
、
40
代
以
上
は
新
聞
が
第
2
位
で
あ
る
こ

と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
拡
大
に
よ
り
、
今

後
の
情
報
源
の
順
位
や
上
位
は
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
は
否

め
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
3
つ
の
情
報
源
は
、
し

年
代
に
よ
り
特
徴
の
あ
る
情
報
源

ば
ら
く
は
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

全
て
の
年
代
で
上
位
を
占
め
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

は
、
市
民
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
情
報

番
組
の
な
か
に
は
、
必
ず
し
も
専
門
家
で
は
な
い
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
な
ど
の
発
言
が
、
専
門
家
の
発
言
と
同
等
に
扱
わ

れ
る
場
合
が
み
ら
れ
ま
す
。
専
門
家
で
は
な
い
方
々
の
意
見

を
聞
く
こ
と
も
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
な
か

に
は
誤
っ
た
情
報

の
発
信
も
あ
り
、

メ
デ
ィ
ア
に
関

わ
っ
て
い
る
方
々

の
さ
ら
な
る
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
【
図

5
】向
上
が
望
ま
れ

ま
す
。

ま
た
、
今
回
の

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

先
に
述
べ
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

品
薄
デ
マ
な
ど
が

み
ら
れ
ま
し
た
が
、

先
日
、
そ
の
デ
マ

な
ど
を
取
り
上
げ
、

解
説
し
て
い
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
み
か
け
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
解
説
は
、
デ
マ
を
確
認
し
た
り
、
拡
散
し
な
い
た

め
に
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
に
も
、
原
子
力
や
放
射
線
な
ど
に

由
来
す
る
デ
マ
な
ど
が
飛
び
交
い
、
そ
の
い
く
つ
か
は
今
で

も
ま
こ
と
し
や
か
に
流
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
時
、
原
子

力
や
放
射
線
な
ど
に
関
す
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
示
し
て

解
説
す
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
あ
っ
た
ら（
筆
者
が
見

落
と
し
て
い
た
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）
…
と
悔
や
ま
れ

る
一
方
、
メ
デ
ィ
ア
の
進
歩
を
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
情
報
源
は
年
代
に
よ
っ
て
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

10
代
で
は
学
校
が
、
20
～
50
代
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
が
上
位
に
登
場
し
ま
す
。

10
代
の
学
校（
20
・
3
％
）は
、
2
0
1
2
年
か
ら
全
面

実
施
さ
れ
た「
中
学
校
学
習
指
導
要
領 

理
科
」に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
原
子
力
が
明
記
さ
れ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
と
は
、
通
常
の
書
籍
と
異
な

り
、
各
出
版
社
が
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
作
成
後
、
文

部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
教
科
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日ひ

景か
げ 

弥や

よ

い生

国
立
大
学
法
人 

弘
前
大
学
名
誉
教
授

〈
著
書
〉

「
東
日
本
大
震
災
と
家
庭
科
」（
ド
メ
ス
出
版
）、「
生
き
る
力
を
そ
な
え
た
子
ど
も

た
ち
」（
学
文
社
）、「
子
ど
も
と
地
域
を
つ
な
ぐ
学
び
」（
東
京
学
芸
大
学
出
版
会
）

な
ど
。

国
立
大
学
法
人 

弘
前
大
学
名
誉
教
授
、
学
校
法
人
柴
田
学
園
理
事
、
日
景
弥
生

教
育
研
究
所
き
ら
り
代
表
。
埼
玉
県
生
ま
れ
。
博
士（
学
術
）。
１
９
８
１
年
弘
前

大
学
に
赴
任
。
２
０
０
１
年
よ
り
教
育
学
部
教
授
。
在
任
中
は
男
女
共
同
参
画
推

進
室
長
、
学
長
特
別
補
佐
、
経
営
協
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
現
在
の
専
門
は
生

活
者
育
成
を
中
核
と
す
る
家
庭
科
教
育
学
、
特
に
次
世
代
の
生
活
者
育
成
と
そ
の

支
援
者
育
成
の
研
究
に
携
わ
る
。
２
０
１
９
年
よ
り
現
職
。

略略  

歴歴
ま
と
め
に
か
え
て

書
に
よ
り
、
記
載
の
微
妙
な
違
い
や
取
扱
い
の
多
少
は
あ

り
ま
す
が
、
原
子
力
や
放
射
線
に
つ
い
て
は
必
ず
記
載
さ

れ
て
い
ま
す（
学
習
指
導
要
領
の
記
載
事
項
を
全
て
記
載
し

て
い
な
い
教
科
書
は
検
定
を
通
過
で
き
ず
、
結
果
的
に
教

科
書
と
し
て
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。

こ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
10
代
の
情
報
源
と
し
て
学

校
が
上
位
に
浮
上
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
2
0
1
2

年
に
中
学
１
年
生
だ
っ
た
生
徒
は
、
調
査
の
行
わ
れ
た

2
0
1
8
年
は
18
～
19
歳
で
す
か
ら
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
2
0
2
1
年
か
ら
全
面
実
施
さ
れ

る
次
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
も
原
子
力
は
継
続
記
載

さ
れ
て
お
り
、
若
い
年
代
の
情
報
源
と
し
て
の「
学
校
」は
、

今
後
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
20
～
50
代
の
所
持
率
が
高

く
、
か
つ
簡
便
な
情
報
入
手
手
段
で
す
か
ら
、
情
報
源
の

上
位
に
位
置
づ
い
た
と
推
察
さ
れ
、
今
後
も
利
用
者
層
の

拡
が
り
に
よ
る
利
用
拡
大
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
既
述
し
た

情
報
源
と
し
て
の
責
任
を
意
識
し
た
発
信
を
期
待
し
ま
す
。

情
報
に
関
連
す
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
述
べ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
生
活
者
は
、
多
く
の
情
報
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
、

時
々
あ
る
い
は
い
つ
も
意
思
決
定
を
迫
ら
れ
ま
す
。
著
者

は
、
望
ま
し
い
意
思
決
定
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
基
盤
に
、
自
身
の
価
値
観
な
ど
の
要
素
を
加
え
る

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
は
意
思
決
定
に
必
須
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
、
今
後
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
に

は
特
に
考
え
る
こ
と
も
な
く
、
周
囲
の
意
見
や
行
動
に
従

う
人
々
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
意
見

を
も
た
ず
周
囲
に
従
う
と
い
う
日
本
人
の
“
習
性
”
は
、

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
専
門

家
が
提
示
し
た
安
全
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
受
け
入
れ
可
能
な
程
度
や
範
囲
を
各
人
が
意
思
決

定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
私
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
能
力
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
物
事

に
関
心
を
も
ち
、
適
切
で
豊
か
な
知
識（
エ
ビ
デ
ン
ス
）の

獲
得
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
※
）
本
稿
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
『
ひ
ろ
ば
』
４
９
２
号
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

者
と
し
て
の
基
礎
教
養
～
「
行
動
す
る
市
民
」
の
育
成
と
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
も
参
照

く
だ
さ
い
。
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